
図 1 ダーラム式と IS 式の比較  
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図２ ダーラム式と自動測定器の比較（平成 17年 福井局） 

図３ ダーラム式と自動測定器の比較（平成 18年 福井局） 

図４ 自動測定器による日中と夜間の花粉飛散数の差 
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表 １ 地域別の花粉飛散開始日、最多飛散日

表 ２ 地域別の総花粉飛散数（IS 式個数/cm2） 

図５ IS 式による地域別の花粉飛散数の日次推移（上図：飛散少、下図：飛散多）

３.　３　地域差と気象要因との関連

３.　４　通年の花粉調査について
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図６　地域別の花粉飛散数の日次推移（自動測定器、平成18年、３地点） 

図７　６月から８月までの花粉飛散数の日次推移（IS式、自動測定器） 

 参考文献

－107－

福井県衛生環境研究センター年報　第 6巻（2007）


